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1．外部出力（基本操作） 

PROSRVに登録されているデータは全て外部に出力することが可能です。 

また、出力したデータはエクセル等を使用して、活用することも可能です。 

 

 

    外部出力の操作の詳細については、 

『給与計算手引書・操作編』（PROSRV お客様サイトよりダウンロード可能） 

「Ⅱ．操作・運用編」「９．外部出力」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 『その他』⇒『外部出力』「データ出力」 
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1.1. 標準提供パターンからの外部出力 

  DCS があらかじめ設定した出力定義を外部出力する方法です。 

 

＜外部出力操作例＞ 

   最新の社会保険一覧表本処理結果を出力する操作手順の例です。 

1) ファイル作成指示 

 『その他』⇒『外部出力』「ファイル作成指示」 

 
① 「外部出力ファイル作成指示」を開きます。 

② 「標準提供パターン表示」チェックボックスにチェックします。 

※「標準提供パターン表示」とは 

利用頻度が高いと思われる項目を DCS があらかじめ設定した出力定義です。 

システムが標準で提供する定義（標準提供パターン）を表示する場合は、画面左上の「標準

提供パターン表示」チェックボックスに☑を入れてください。 

ただし、編集することはできませんので、項目の追加・変更等をしたい場合は「複製」

することで可能です。（「３）出力ファイル設定」参照） 

画面の「標準提供パターン表示」チェックボックスのオン/オフにより、お客様が作成

した出力定義と標準提供パターンの表示が切り替わります。 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

① 

⑤ 

④ 

レ 
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③ ファイル作成指示情報より、出力したいファイルに該当するチェックボックスにチェックしま 

す。（チェックは複数付けることが可能です。） 

 

④ 「M01 本人情報」以降の出力ファイルは、Web マイナンバー管理サービスへの連携ファイ

ルです。 

 

⑤ 「作成」ボタンを押下してください。 
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2) ファイルダウンロード 

 『その他』⇒『外部出力』「ファイルダウンロード」 

 

⑤ 「ファイルダウンロード」画面が表示されます。「ダウンロード一覧」に「③」で選択したファイ

ルの「ステータス」に作成状況が表示されます。「ステータス」が『正常終了』となるまでは作

成中のため、画面左下の「再読込」ボタンを何度か時間を空けて押下してください。 

⑥ 『正常終了』後、「ダウンロード」のリンクをクリックすることで、ファイルをダウンロードする 

ことが可能です。 

 

＜ファイル出力例＞ 

 

※ 作成したファイルは、作成日を含め約 3日間ダウンロードが可能です。 

※ ユーザ単位に作成されるため、他のユーザが作成したリストは参照できません。 

※ 金額が 0 円の場合は、ブランクになります。（0 は表示されません） 

⑥ 

⑤ 

⑥ 

⑤ 
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1.2. 設定をしての外部出力 

    お客様にて自由に設定した出力定義を外部出力する方法です。 

 

＜外部出力操作例＞ 

   過去の給与処理結果４月～９月を出力し、出力データを活用する操作手順の例です。 

 

 

1) 出力項目設定 

出力する項目を設定します。 

『その他』⇒『外部出力』「出力項目設定」 

 

 

① 出力項目設定を新たに追加する場合は、画面左下の「追加」ボタンを押下してください。 

 

② 出力項目設定を変更する場合は「編集」ボタンを押下してください。 

 

 

※「標準提供パターン表示」とは 

利用頻度が高いと思われる項目を DCS があらかじめ設定した出力定義です。 

システムが標準で提供する定義（標準提供パターン）を表示する場合は、画面左上の「標準

提供パターン表示」チェックボックスに☑を入れてください。 

ただし、編集することはできませんので、項目の追加・変更等をしたい場合は「複製」

することで可能です。（「３）出力ファイル設定」参照） 

画面の「標準提供パターン表示」チェックボックスのオン/オフにより、お客様が作成

した出力定義と標準提供パターンの表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 

※ 
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「外部出力項目設定登録」画面 

 

③ データを出力したい「情報カテゴリ」及び、「対象情報」を選択します。「情報カテゴリ」を選

択すると、そのカテゴリに属する「対象情報」が選択可能となります。 

（「情報カテゴリ」「対象情報」については次々頁参照） 

 

④ 「選択可能項目」の表示が切り替わるので、「出力項目定義ＩＤ」「出力項目定義名」を入

力してください。（設定後、修正可能） 

・「出力項目定義ＩＤ」・・・半角英数字の３文字（重複可能）（省略可） 

                    表示並び順（数字⇒英字小文字⇒英字大文字⇒ＩＤなし） 

・「出力項目定義名」・・・必須項目 

（後で確認して内容がわかるような定義名をおすすめします） 

 

⑤ 備忘録としてお使いください。 

 

⑥ 出力したい項目を「選択可能項目」から選択します。（設定後、修正可能） 

を押下することで「出力項目」へ移動させることが可能です。また、「出力項目」から削

除したい場合は、「出力項目」内の項目を選択し、 を押下することで削除可能です。

（設定後、修正可能）  

押下で、全項目追加。 押下で、全項目削除。これにより出力する項目を設定しま

す。 

③ 

④ 
⑤ 

※ 

⑥ 

※ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 
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⑦ 「出力項目」内の項目の出力順番を入れ替えることができます。（設定後、修正可能） 

、 、 、 を押下することで、出力項目を上下に移動させることが可能です。 

また、「集計」、「グループ」を設定することで、グループ毎の合計値や最大値等を出力す

ることも可能です。（「２．外部出力（集計機能）」参照） 

 

⑧ 「整列」（昇順／降順）を設定すると、データの出力順を指定することができます。 

   複数の項目に「整列」を指定した場合は、上の項目ごとに整列した後、下の項目ごとに整

列されます。 

（「整列」を指定しないと出力順が、毎回出力するごとにばらばらになります。） 

 支給年月日 ・・・ 昇順（古い順）／降順（新しい順） 

 社員番号  ・・・ 昇順（小さい順）／降順（大きい順） 

 

（例１）                           （例２） 

 

 

     ↓                               ↓ 

 

 

 

 

支給年月日ごとに整列した後、社員番号順に整列           社員番号ごとに整列した後、支給年月日順に整列 

 

⑨ 「出力項目」の設定が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。更新が完了しました

ら「外部出力項目設定一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容が反映されてい

ることを確認してください。 

 

 

※「現職_所属コード」「現職_所属名」と「所属コード」「所属名」の違いについて 

・「現職_所属コード」「現職_所属名」 ･･･ ログイン時点の所属コードと名称 

・「所属コード」「所属名」      ･･･ 給与処理時の所属コードと名称 

 

   「現職_○○○」は、ログイン時点でのコードや名称が出力されますので、給与処理結

果などを外部出力する際は、給与処理時点のコードや名称が適切ですので、「現職_

○○○」と付いていない「○○○」の項目をご選択ください。 
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主な「情報カテゴリ」「対象情報」について 

「情報カテゴリ」 「対象情報」 出力されるデータの説明 

人事情報 人事マスタ 最新の人事マスタデータ 

（現時点の人事データ） 

住所履歴 履歴の住所データ 

（過去の住所データも含む全ての住所データ） 

家族情報（最新） 最新の家族情報データ 

（現時点の家族データ） 

家族情報（履歴） 履歴の家族情報データ 

（過去の家族データも含む全ての家族データ） 

所属履歴 履歴の所属データ 

（過去の所属データも含む全ての所属データ） 

給与入力 

（出力可能期間

７年１１ヶ月） 

属性 入力した全ての給与の属性データ 

（過去に入力したデータ全て含む） 

コメント 入力した全ての給与のコメントデータ 

（過去に入力したデータ全て含む） 

固定（給与） 入力した全ての給与の固定金額データ 

（過去に入力したデータ全て含む） 

計算結果 

（出力可能期間

７年１１ヶ月） 

給与計算本処理結果

（最新） 

給与計算結果の最新の本処理結果データ 

（最新の本処理給与計算結果１つ） 

給与計算本処理結果

（履歴） 

給与計算結果の履歴の本処理結果データ 

（過去の本処理給与計算結果全て） 

給与計算仮処理結果

（最新） 

給与計算結果の最新の仮処理結果データ 

（最新の仮処理給与計算結果１つ） 

年末調整本処理結果

（最新） 

年末調整・再年末調整結果の最新の本処理結果

データ 

（最新の本処理年末調整・再年末調整結果１つ） 

年末調整本処理結果

（履歴） 

年末調整・再年末調整結果の履歴の本処理結果

データ 

（過去の本処理年末調整・再年末調整結果全て） 

年末調整仮処理結果

（最新） 

年末調整・再年末調整結果の最新の仮処理結果

データ 

（最新の仮処理年末調整・再年末調整結果１つ） 
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2) 出力条件設定 （省略可） 

出力する際の条件を設定します。 

出力条件設定は、条件を設定する必要がない（全データ出力）場合は、省略することもできま

す。 

『その他』⇒『外部出力』「出力条件設定」 

 

 

① 設定を新たに追加する場合は、画面左下の「追加」ボタンを押下してください。 

 

② 変更する場合は「編集」ボタンを押下してください。 

 

 

 

 

「外部出力条件設定登録」画面 

 

 

 

③ 

 

⑥ 

⑦ 

① 

④ 

⑤ 

② 

（※） 
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③データを出力したい「情報カテゴリ」及び、「対象情報」を選択します。「情報カテゴリ」を選択

すると、そのカテゴリに属する「対象情報」が選択可能になります。 

「外部出力項目設定登録」で選択したものと同じ「情報カテゴリ」「対象情報」を選択します。 

（「情報カテゴリ」「対象情報」については前々頁参照） 

 

④選択した内容に属する項目が「出力条件一覧」で選択できるようになりますので、「出力条

件定義ＩＤ」「出力条件定義名」を入力してください。（設定後、修正可能） 

・「出力条件定義ＩＤ」・・・半角英数字の３文字（重複可能）（省略可） 

                    表示並び順（数字⇒英字小文字⇒英字大文字⇒ＩＤなし） 

・「出力条件定義名」・・・必須項目 

（後で確認して内容がわかるような定義名をおすすめします） 

 

⑤備忘録としてお使いください。 

 

⑥「出力条件一覧」に条件を入力してください。（設定後、修正可能） 

「項目名」、「条件」、「設定値」、「結合」を組み合わせることで、出力する情報を絞ることが

可能です。（次頁【出力条件設定例】参照） 

  

(※) 計算対象区分 ～と等しい(=)  1（半角数字の 1） 

既退職者、当月退職で退職即支給停止者を除き、今月計算した人のみを出力する 

（退職者を除く）場合の条件です。 

   支給／控除がなくても、在職者であれば出力対象に含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦入力が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。更新が完了したら、「外部出力条件

設定一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容が反映されていることを確認してくだ

さい。 

※ 条件を設定する際は、上から順に間をあけずに登録してください。 

※ 最大２５６項目までの登録となります。 
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・「情報カテゴリ」給与計算  「対象情報」給与計算本処理結果(履歴) の場合の出力条件設定例 

 

【出力条件設定例１】 

人事部全員（所属コード= 9000011000）と他部門の役員のみ（雇用形態 = 1） 

の 2015 年 12 月給与結果を出力する場合。 

ただし、既退職者、当月退職で退職即支給停止者を除く（※）。 

 

【出力条件設定例２】 

営業部１課～３課（“営業”を含む部門）の 2015 年 9 月の給与本処理結果を出力する 

場合。 

ただし、既退職者、当月退職で退職即支給停止者を除く（※）。 

 

 

（※） 

（※） 

（※） 



 

 

15 

 

【出力条件設定例３】 

人事部全員（所属コード= 9000011000）と経理部全員（所属コード= 9000012000） 

の 2015 年 4 月～9 月の給与本処理結果を出力する場合。 

ただし、既退職者、当月退職で退職即支給停止者を除く（※）。 

 

 

  

(※) 計算対象区分 ～と等しい(=)  1（半角数字の 1） 

既退職者、当月退職で退職即支給停止者を除き、今月計算した人のみを出力する 

（退職者を除く）場合の条件です。 

  支給／控除がなくても、在職者であれば出力対象に含まれます。 

 

 

 

     以下条件について 

・～のどれかと等しい(In) 

・～のどれとも等しくない(Not In) 

 

設定する値と値の間は「,」（半角）で区切ってください。（「,」含む 60 文字まで） 

   例）所属コード ～のどれかと等しい(In)  9000011000,9000012000 

   例）所属名   ～のどれかと等しい(In)  営業部１課,営業部２課,営業部３課 

 

  ※設定する値は、完全一致させてください。“営業”などでは検索されません。 

 

 

 

（※） 
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・「情報カテゴリ」人事情報  「対象情報」住所履歴 の場合の出力条件設定例 

 

【出力条件設定例４】 

「住所情報」（『人事管理』-『人事』）に登録されている最新の住所を出力する場合。 

 

 

【出力条件設定５】 

「発令情報」（『人事管理』-『人事』）の「発令項目：02 所属」に登録されている 

2000 年 1 月 1 日以降の所属履歴を出力する場合。 
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3) 出力ファイル設定 

「出力項目設定」画面、「出力条件設定」画面で作成した設定情報をもとに、ファイルを出力す

る際の形式を設定します。 

『その他』⇒『外部出力』「出力ファイル設定」 

 

 

① 設定を新たに追加する場合は、画面左下の「追加」ボタンを押下してください。 

 

② 変更する場合は「編集」ボタンを押下してください。 

 

①「追加」②「編集」いずれかのボタンを押下すると、次頁の「外部出力ファイル設定登録」 

画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「標準提供パターン表示」とは 

利用頻度が高いと思われる項目を DCS があらかじめ設定した出力定義です。 

システムが標準で提供する定義（標準提供パターン）を表示する場合は、画面左上の「標準

提供パターン表示」チェックボックスに☑を入れてください。 

ただし、編集することはできませんので、項目の追加・変更等をしたい場合は「複製」

することで可能です。（「３）出力ファイル設定」参照） 

画面の「標準提供パターン表示」チェックボックスのオン/オフにより、お客様が作成

した出力定義と標準提供パターンの表示が切り替わります。 

 

  

②  

① 

※ 



 

 

18 

 

・①「追加」 ②「編集」の場合 

「外部出力ファイル設定登録」画面 

 

 

 ③「設定情報」を入力してください。 

 ・「出力ファイル定義ＩＤ」・・・半角英数字の３文字（重複可能）（省略可） 

                    表示並び順（数字⇒英字小文字⇒英字大文字⇒ＩＤなし） 

・「出力ファイル定義名」・・・必須項目（出力されるエクセルファイル名になります） 

（後で確認して内容がわかるような定義名をおすすめします） 

   ・「出力項目定義」「出力条件定義」・・・「出力項目定義」を選択すると、選択した内容に属す 

る条件設定が「出力条件定義」から選択できます。 

                            （「出力条件定義」は設定なし（ブランク）も可能） 

 

④入力が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。更新が完了したら、「外部出力 

ファイル設定一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容が反映されていることを 

確認してください。  

③ 

④ 
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4） ファイル作成指示 

  「出力ファイル設定」画面で作成した設定情報をもとに、ファイルを出力します。 

『その他』⇒『外部出力』「ファイル作成指示」 

 

① 「外部出力ファイル作成指示」を開きます。 

② ファイル作成指示情報より、出力したいファイルに該当するチェックボックスにチェックしま

す。（チェックは複数付けることが可能です。） 

③ 「作成」ボタンを押下してください。 

 

5） ファイルダウンロード 

『その他』⇒『外部出力』「ファイルダウンロード」 

 

④ 「ファイルダウンロード」画面が表示されます。「ダウンロード一覧」に「②」で選択したファイ

ルの「ステータス」に作成状況が表示されます。「ステータス」が『正常終了』となるまでは作

成中のため、画面左下の「再読込」ボタンを何度か時間を空けて押下してください。 

⑤ 『正常終了』後、「ダウンロード」のリンクをクリックすることで、ファイルをダウンロードする 

ことが可能です。 

 

※出力対象のデータが存在しなかった場合は、以下のように表示されファイルは作成されません。 

 

 

① 

② 

③ 

⑤ ⑤ 

④ 

④ 
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＜ファイル出力例＞ 

 

※  作成したファイルは、作成日を含め約 3日間ダウンロードが可能です。 

※ ユーザ単位に作成されるため、他のユーザが作成したリストは参照できません。 

※ 金額が 0 円の場合は、ブランクになります。（0 は表示されません） 

 

＜出力されたデータの活用例＞ 

 

 

 

 



 

 

21 

 

1.3. 既存定義を複製しての外部出力 

   標準提供パターン、あるいは、お客様が設定した出力ファイル定義を複製し、外部出力

する方法です。 

ただし、処理をまたいでの複製はできません。 

例） 「給与計算本処理結果（最新）」から、「給与計算仮処理結果（最新）」「給与計算本処

理結果（履歴）」への複製は可能です。「給与計算本処理結果（最新）」から、「賞与計

算本処理結果（最新）」など他の処理結果への複製はできません。 

 

 

＜外部出力（複製）操作例＞ 

「1.2．設定をしての外部出力」にて設定した出力ファイル定義（「給与計算本処理結果（履歴）」

より過去の給与処理結果４月～９月を出力）を、「給与計算仮処理結果（最新）」の出力ファイル

定義に複製する際の操作手順の例です。 

 

 

１）出力ファイル設定 

「出力ファイル設定」画面より、複製を行います。 

『その他』⇒『外部出力』「出力ファイル設定」 

 

   ① 複製したい定義の、「複製」ボタンを押下してください。 

 

※標準提供パターンを複製したい場合は、「標準提供パターン表示」チェックボックスに☑を

入れた上で、「複製」ボタンを押下してください。 

  

① 

※ 
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「外部出力ファイル設定登録」画面 

 

  ② 「複製情報」を入力してください。 

・「対象情報」 ・・・ 「給与計算本処理結果（最新）」「給与計算本処理結果（履歴）」 

「給与計算仮処理結果（最新）」より選択可能 

・「出力ファイル定義ＩＤ」 ・・・ 半角英数字の３文字（重複可能）（省略可） 

                       表示並び順（数字⇒英字小文字⇒英字大文字⇒ＩＤなし） 

・「出力ファイル定義名」 ・・・ 必須項目（出力されるエクセルファイル名になります）  

 （後で確認して内容がわかるような定義名をおすすめします） 

・「出力項目定義ＩＤ」  ・・・ 半角英数字の３文字（重複可能）（省略可） 

「出力条件定義ＩＤ」      表示並び順（数字⇒英字小文字⇒英字大文字⇒ＩＤなし） 

・「出力項目定義名」  ・・・ 必須項目 

「出力条件定義名」      （後で確認して内容がわかるような定義名をおすすめします） 

   

③入力が完了したら、「更新」ボタンを押下してください。 

『その他』⇒『外部出力』「出力ファイル設定」 

 

更新が完了したら「外部出力ファイル設定一覧」画面が表示されますので、一覧に登録内容

が反映されていることを確認してください。なお、「標準提供パターン」を複製した場合、「標準

提供パターン表示」チェックボックスの☑を外さないと、一覧にて確認できません。 

② 

③ 

チェック不要 
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2）出力項目設定、出力条件設定 

必要に応じて、複製した出力項目設定、出力条件設定の変更を行います。 

今回は、出力条件設定の条件を変更します。 

『その他』⇒『外部出力』「出力条件設定」 

 

          ↓ 

 

          ↓ 

 

不要な条件をブランクにし、「更新」ボタンを押下してください。 

（給与計算仮処理結果（最新）は、最新結果１ヵ月分しかないため対象年月の指定は不要） 
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3）ファイル作成指示 

ファイルを出力します。 

『その他』⇒『外部出力』「ファイル作成指示」 

 

① 「外部出力ファイル作成指示」を開きます。 

② ファイル作成指示情報より、出力したいファイルに該当するチェックボックスにチェックしま

す。（チェックは複数付けることが可能です。） 

③ 「作成」ボタンを押下してください。 

4） ファイルダウンロード 

『その他』⇒『外部出力』「ファイルダウンロード」 

 

④ 「ファイルダウンロード」画面が表示されます。「ダウンロード一覧」に「②」で選択したファイ

ルの「ステータス」に作成状況が表示されます。「ステータス」が『正常終了』となるまでは作

成中のため、画面左下の「再読込」ボタンを何度か時間を空けて押下してください。 

⑤ 『正常終了』後、「ダウンロード」のリンクをクリックすることで、ファイルをダウンロードする 

ことが可能です。 

⑤ ⑤ 

④ 

① 

④ 

② 

③ 
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＜ファイル出力例＞ 

 

※  作成したファイルは、作成日を含め約 3日間ダウンロードが可能です。 

※ ユーザ単位に作成されるため、他のユーザが作成したリストは参照できません。 

※ 金額が 0 円の場合は、ブランクになります。（0 は表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


